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(57)【要約】
【課題】使用するインク量の目安を作業者に分かりやす
く通知できるインクジェット記録装置を提供する。
【解決手段】インクジェット記録装置１は、記録部７と
、制御部９と、記憶部１０とを備える。記録部７は、用
紙にインクを吐出して画像を記録する。記憶部１０は、
１画素あたりのインクの吐出量として、複数段階のイン
クの吐出量を示す吐出量データを用紙の種類毎に記憶す
る。制御部９は、第１特定部９１と、演算部９４と、通
知画像生成部９５とを有する。第１特定部９１は、ジョ
ブに基づいて用紙の種類を特定する。演算部９４は、第
１特定部９１によって特定された種類、及び記憶部１０
に記憶された吐出量データに基づいて、第１消費量を演
算する。通知画像生成部９５は、演算部９４の演算結果
に基づいて通知画像を生成する。第１消費量は、第１特
定部９１によって特定された種類の用紙にジョブに対応
する画像を記録するために必要なインクの量を示す。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　用紙にインクを吐出して画像を記録する記録部と、
　ジョブを実行して前記記録部に前記画像を記録させる制御部と、
　１画素あたりの前記インクの吐出量として、複数段階の前記インクの吐出量を示す吐出
量データを前記用紙の種類毎に記憶する記憶部と
　を備え、
　前記ジョブは、少なくとも１ページの画像データを指定し、
　前記制御部は、
　前記ジョブに基づいて前記用紙の種類を特定する第１特定部と、
　前記第１特定部によって特定された種類、及び前記記憶部に記憶された前記吐出量デー
タに基づいて、前記ジョブによって指定されたページ毎に前記インクの第１消費量を演算
する演算部と、
　前記演算部の演算結果に基づいて通知画像を生成する通知画像生成部と
　を有し、
　前記第１消費量は、前記第１特定部によって特定された種類の前記用紙に前記ジョブに
対応する前記画像を記録するために必要な前記インクの量を示す、インクジェット記録装
置。
【請求項２】
　前記演算部は、前記第１消費量と第１基準量とに基づいて演算することにより、第１演
算結果を取得し、
　前記通知画像は、前記第１演算結果を通知し、
　前記第１基準量は、予め規定された画像を一定の吐出量で記録するために必要な前記イ
ンクの量を示し、
　前記一定の吐出量は、予め規定された前記用紙の種類に対応する、請求項１に記載のイ
ンクジェット記録装置。
【請求項３】
　前記制御部は、前記第１特定部によって特定された種類とは異なる前記用紙の種類を特
定する第２特定部を更に有し、
　前記演算部は、
　前記第２特定部によって特定された種類、及び前記記憶部に記憶された前記吐出量デー
タに基づいて、前記ジョブのページ毎に前記インクの第２消費量を演算し、
　前記第２消費量と前記第１基準量とに基づいて演算することにより、第２演算結果を取
得し、
　前記通知画像は、前記第２演算結果を更に通知し、
　前記第２消費量は、前記第２特定部によって特定された種類の前記用紙に前記ジョブに
対応する前記画像を記録するために必要な前記インクの量を示す、請求項２に記載のイン
クジェット記録装置。
【請求項４】
　前記用紙の種類を受け付ける操作パネルを更に備え、
　前記演算部は、
　前記第１消費量と第２基準量とに基づいて演算することにより、第３演算結果を取得し
、
　前記通知画像は、前記第３演算結果を通知し、
　前記第２基準量は、予め規定された画像を一定の吐出量で記録するために必要な前記イ
ンクの量を示し、
　前記一定の吐出量は、前記操作パネルが受け付けた前記用紙の種類に対応する、請求項
１に記載のインクジェット記録装置。
【請求項５】
　前記制御部は、前記第１特定部によって特定された種類とは異なる前記用紙の種類を特
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定する第２特定部を更に有し、
　前記演算部は、
　前記第２特定部によって特定された種類、及び前記記憶部に記憶された前記吐出量デー
タに基づいて、前記ジョブのページ毎に前記インクの第２消費量を演算し、
　前記第２消費量と前記第２基準量とに基づいて演算することにより、第４演算結果を取
得し、
　前記通知画像は、前記第４演算結果を更に通知し、
　前記第２消費量は、前記第２特定部によって特定された種類の前記用紙に前記ジョブに
対応する前記画像を記録するために必要な前記インクの量を示す、請求項４に記載のイン
クジェット記録装置。
【請求項６】
　前記演算部は、
　所定の画像を示す画像データ、予め規定された前記用紙の種類、及び前記記憶部に記憶
された前記吐出量データに基づいて、第３基準量を演算し、
　前記第１消費量と前記第３基準量とに基づいて演算することにより、第５演算結果を取
得し、
　前記通知画像は、前記第５演算結果を更に通知し、
　前記第３基準量は、前記予め規定された種類の前記用紙に前記所定の画像を記録するた
めに必要な前記インクの量を示す、請求項１に記載のインクジェット記録装置。
【請求項７】
　前記制御部は、前記第１特定部によって特定された種類とは異なる前記用紙の種類を特
定する第２特定部を更に有し、
　前記演算部は、
　前記第２特定部によって特定された種類、及び前記記憶部に記憶された前記吐出量デー
タに基づいて、前記ジョブのページ毎に前記インクの第２消費量を演算し、
　前記第２消費量と前記第３基準量とに基づいて演算することにより、第６演算結果を取
得し、
　前記通知画像は、前記第６演算結果を更に通知し、
　前記第２消費量は、前記第２特定部によって特定された種類の前記用紙に前記ジョブに
対応する前記画像を記録するために必要な前記インクの量を示す、請求項６に記載のイン
クジェット記録装置。
【請求項８】
　前記用紙の種類を受け付ける操作パネルを更に備え、
　前記演算部は、
　所定の画像を示す画像データ、前記操作パネルが受け付けた種類、及び前記記憶部に記
憶された前記吐出量データに基づいて、第４基準量を演算し、
　前記第１消費量と前記第４基準量とに基づいて演算することにより、第７演算結果を取
得し、
　前記通知画像は、前記第７演算結果を更に通知し、
　前記第４基準量は、前記操作パネルが受け付けた種類の前記用紙に前記所定の画像を記
録するために必要な前記インクの量を示す、請求項１に記載のインクジェット記録装置。
【請求項９】
　前記制御部は、前記第１特定部によって特定された種類とは異なる前記用紙の種類を特
定する第２特定部を更に有し、
　前記演算部は、
　前記第２特定部によって特定された種類、及び前記記憶部に記憶された前記吐出量デー
タに基づいて、前記ジョブのページ毎に前記インクの第２消費量を演算し、
　前記第２消費量と前記第４基準量とに基づいて演算することにより、第８演算結果を取
得し、
　前記通知画像は、前記第８演算結果を更に通知し、
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　前記第２消費量は、前記第２特定部によって特定された種類の前記用紙に前記ジョブに
対応する前記画像を記録するために必要な前記インクの量を示す、請求項８に記載のイン
クジェット記録装置。
【請求項１０】
　前記インクを収容するインク収容部を更に備え、
　前記制御部は、前記インク収容部に収容されている前記インクの残量を判定する残量判
定部を更に有し、
　前記演算部は、
　前記インクの残量と前記第１消費量とに基づき、前記インクの残量によって記録が可能
なページ数を示す第１ページ数を演算し、
　前記通知画像は、前記第１ページ数を通知する、請求項１から請求項９のいずれか１項
に記載のインクジェット記録装置。
【請求項１１】
　前記制御部は、前記第１特定部によって特定された種類とは異なる前記用紙の種類を特
定する第２特定部を更に有し、
　前記演算部は、
　前記第２特定部によって特定された種類、及び前記記憶部に記憶された前記吐出量デー
タに基づいて、前記ジョブのページ毎に前記インクの第２消費量を演算し、
　前記インクの残量と前記第２消費量とに基づき、前記インクの残量によって記録が可能
なページ数を示す第２ページ数を演算し、
　前記通知画像は、前記第２ページ数を更に通知し、
　前記第２消費量は、前記第２特定部によって特定された種類の前記用紙に前記ジョブに
対応する前記画像を記録するために必要な前記インクの量を示す、請求項１０に記載のイ
ンクジェット記録装置。
【請求項１２】
　互いに異なる種類の前記用紙を収容する複数の用紙収容部を更に備え、
　前記制御部は、前記第２特定部によって特定された種類の前記用紙が収容されている用
紙収容部を前記複数の用紙収容部のうちから特定し、
　前記通知画像は、前記制御部が特定した前記用紙収容部を通知する、請求項３、請求項
５、請求項７、請求項９、又は請求項１１に記載のインクジェット記録装置。
【請求項１３】
　互いに異なる種類の前記用紙を収容する複数の用紙収容部を更に備え、
　前記制御部は、前記第１特定部によって特定された種類の前記用紙が収容されている用
紙収容部を前記複数の用紙収容部のうちから特定し、
　前記通知画像は、前記制御部が特定した前記用紙収容部を通知する、請求項１から請求
項１２のいずれか１項に記載のインクジェット記録装置。
【請求項１４】
　前記制御部は、前記用紙の種類に対応する前記吐出量データの通知の要求を受け付ける
要求受付部を更に有し、
　前記通知画像生成部は、前記要求に応じて、前記用紙の種類に対応する前記吐出量デー
タを示す通知画像を生成する、請求項１から請求項１３のいずれか１項に記載のインクジ
ェット記録装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、インクジェット記録装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１に記載された画像形成装置は、基準値演算部と、表示実行部とを備える。基
準値演算部は、ジョブ毎、又は該ジョブのページ毎にその印字率或いはトナーの消費量を
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演算する。表示実行部は、基準値演算部の演算結果に基づいてトナー消費に関する評価結
果を表示させる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１０－１０２１４０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、トナーを用いて画像を形成する画像形成装置では、シートの種類によっ
てトナーの消費量が変化しない。一方、インクジェット記録装置では、シートの種類によ
ってインクの吐出量が異なる。従って、トナー消費に関する評価方法をインクジェット記
録装置にそのまま転用することはできない。
【０００５】
　また、シートの種類によってインクの吐出量が異なる場合、ある種類のシートを使用す
ると、インクが早く減り、他の種類のシートを使用すると、インクが緩やかに減る。この
ため、使用するインク量の目安を作業者にわかりやすく通知することが困難であった。
【０００６】
　本発明は上記課題に鑑みてなされたものであり、使用するインク量の目安を作業者にわ
かりやすく通知することが可能なインクジェット記録装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明に係るインクジェット記録装置は、記録部と、制御部と、記憶部とを備える。前
記記録部は、用紙にインクを吐出して画像を記録する。前記制御部は、ジョブを実行して
前記記録部に前記画像を記録させる。前記記憶部は、１画素あたりの前記インクの吐出量
として、複数段階の前記インクの吐出量を示す吐出量データを前記用紙の種類毎に記憶す
る。前記制御部は、第１特定部と、演算部と、通知画像生成部とを有する。前記第１特定
部は、前記ジョブに基づいて前記用紙の種類を特定する。前記演算部は、前記第１特定部
によって特定された種類、及び前記記憶部に記憶された前記吐出量データに基づいて、前
記インクの第１消費量を演算する。前記通知画像生成部は、前記演算部の演算結果に基づ
いて通知画像を生成する。前記第１消費量は、前記第１特定部によって特定された種類の
前記用紙に前記ジョブに対応する前記画像を記録するために必要な前記インクの量を示す
。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、使用するインク量の目安を作業者にわかりやすく通知することができ
る。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の実施形態に係るインクジェット記録装置を示すブロック図である。
【図２】本発明の実施形態に係るインクジェット記録装置の構成を示す図である。
【図３】本発明の実施形態に係るインクジェット記録システムを示す図である。
【図４】本発明の実施形態に係るインクジェット記録装置の制御部を示すブロック図であ
る。
【図５】本発明の実施形態に係るインクジェット記録装置の吐出量データを示す図である
。
【図６】本発明の実施形態に係る制御部が実行する処理の流れを示すフローチャートであ
る。
【図７】本発明の実施形態に係る制御部が実行する処理の流れを示すフローチャートであ
る。
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【図８】本発明の実施形態に係る第１印字率取得処理を示すフローチャートである。
【図９】本発明の実施形態に係る第２印字率取得処理を示すフローチャートである。
【図１０】本発明の実施形態に係る第１印字率取得処理を示すフローチャートである。
【図１１】本発明の実施形態に係る第２印字率取得処理を示すフローチャートである。
【図１２】本発明の実施形態に係る第１印字率取得処理を示すフローチャートである。
【図１３】本発明の実施形態に係る第２印字率取得処理を示すフローチャートである。
【図１４】本発明の実施形態に係る第１印字率取得処理を示すフローチャートである。
【図１５】本発明の実施形態に係る第２印字率取得処理を示すフローチャートである。
【図１６】本発明の実施形態に係る演算部の演算結果を通知する通知画像を示す図である
。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本発明の実施形態について、図面を参照しながら説明する。なお、図中、同一又
は相当部分については同一の参照符号を付して説明を繰り返さない。
【００１１】
［インクジェット記録装置について］
　まず、図１及び図２を参照して、本発明の実施形態に係るインクジェット記録装置１の
構成について説明する。図１は、インクジェット記録装置１を示すブロック図である。図
２は、インクジェット記録装置１の構成を示す図である。
【００１２】
　図１及び図２に示すように、インクジェット記録装置１は、操作パネル２、原稿搬送装
置３、読取部４、用紙収容部５、搬送ユニット６、記録部７、排出装置８、制御部９、記
憶部１０、及び通信部１１を備える。
【００１３】
［操作パネルについて］
　操作パネル２は、インクジェット記録装置１に対する作業者からのジョブの指示を受け
付ける。操作パネル２は、表示部２１及び複数の操作キー２２を含む。操作パネル２は、
作業者からの指示を受け付けると、作業者からの指示を示す信号を制御部９へ送信する。
ジョブは、コピージョブを含む。コピージョブが指定されると読取部４が読み取った原稿
の画像が用紙Ｐに形成される。表示部２１は、例えば、液晶ディスプレー又は有機ＥＬデ
ィスプレー（Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｅｌｅｃｔｒｏ　Ｌｕｍｉｎｅｓｃｅｎｃｅ　Ｄｉｓｐｌ
ａｙ）を含む。
【００１４】
［原稿搬送装置について］
　原稿搬送装置３は、原稿Ｄを搬送する。具体的には、原稿搬送装置３は、複数の搬送ロ
ーラー対を備える。複数の搬送路ローラー対が回転することにより、原稿Ｄが搬送される
。詳しくは、原稿Ｄは、所定の原稿読取位置を通過するように搬送される。
【００１５】
［読取部について］
　読取部４は、原稿Ｄの画像を読み取り、原稿Ｄの読取画像データを生成する。読取画像
データは、制御部９へ送信される。詳しくは、読取部４はスキャナーであり、原稿Ｄの画
像を光学的に読み取る。具体的には、読取部４は、光を透過するプラテンと、副走査方向
に移動可能な光源ユニットと、光学系と、撮像装置とを備える。光源ユニットは、ＬＥＤ
（Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ）のような光源と、反射ミラーとを備える
。光源ユニットは、副走査方向に移動しながら、プラテンに載置された原稿に向けて光を
照射するとともに、原稿からの反射光を光学系に入射する。光学系は反射光を撮像装置に
導き、撮像装置は、反射光を撮像して読取画像データを生成する。また、原稿搬送装置３
が原稿Ｄを搬送する場合、光源ユニットは、原稿読取位置を通過する原稿Ｄに光を照射す
る。
【００１６】
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［用紙収容部について］
　用紙収容部５は、複数の用紙Ｐを収容する。詳しくは、用紙収容部５は、複数の用紙Ｐ
を収容するカセット５１を有する。用紙収容部５は、カセット５１から用紙Ｐを１枚ずつ
給紙する。用紙収容部５から給紙された用紙Ｐは、搬送ユニット６へ搬送される。用紙Ｐ
は、例えば、普通紙、薄紙、厚紙、又はインクジェット用光沢紙である。
【００１７】
　本実施形態において、インクジェット記録装置１は、２つの用紙収容部５を備える。２
つの用紙収容部５には、それぞれ異なる種類の用紙Ｐが収容される。例えば、一方の用紙
収容部５には、普通紙が収容される。他方の用紙収容部５には、インクジェット用光沢紙
が収容される。なお、図２では、２つの用紙収容部５を示しているが、インクジェット記
録装置１は、３つ以上の用紙収容部５を備えていてもよい。また、用紙Ｐの種類ごとに用
紙収容部５を複数備えていてもよい。
【００１８】
［搬送ユニットについて］
　搬送ユニット６は、記録部７の下方を通過するように用紙Ｐを搬送する。また、搬送ユ
ニット６は、記録部７の下方を通過した用紙Ｐを排出装置８に搬送する。換言すると、搬
送ユニット６は、記録部７によって画像が形成された用紙Ｐを排出装置８まで搬送する。
搬送ユニット６は、搬送ベルト、及びローラーを有する。搬送ベルトは無端状に形成され
て、ローラーに巻き付けられる。搬送ベルトの外周面に、用紙Ｐが載置される。ローラー
は、モーターによって駆動される。搬送ベルトに用紙Ｐが載置され、ローラーが回転する
ことで用紙Ｐが搬送される。
【００１９】
［記録部について］
　記録部７は、インクを吐出して用紙Ｐに画像を形成する。記録部７は、ヘッドハウジン
グ７１、４つのラインヘッド７２及びインク収容部７３を含む。ヘッドハウジング７１は
、４つのラインヘッド７２を支持する。４つのラインヘッド７２はそれぞれ、イエロー色
、マゼンダ色、シアン色、及びブラック色のインクを吐出する。
【００２０】
　図２では、イエロー色のインクを吐出するラインヘッド７２をラインヘッド７２Ｙと示
し、マゼンダ色のインクを吐出するラインヘッド７２をラインヘッド７２Ｍと示し、シア
ン色のインクを吐出するラインヘッド７２をラインヘッド７２Ｃと示し、ブラック色のイ
ンクを吐出するラインヘッド７２をラインヘッド７２Ｋと示している。
【００２１】
　インク収容部７３は、記録部７が使用するインクを収容している。インク収容部７３は
、インク槽を有している。インク槽はインクを貯留する。インク槽は、インクの種別ごと
に設けられている。具体的には、インク収容部７３は、ブラック色のインクを貯留するイ
ンク槽と、シアン色のインクを貯留するインク槽と、マゼンタ色のインクを貯留するイン
ク槽と、イエロー色のインクを貯留するインク槽とを有する。各インク槽は、同じ色種の
ラインヘッド７２に送液管を介して連結される。
【００２２】
［排出装置について］
　排出装置８は、排出トレイ８１を含む。排出装置８は、本体筐体の外部へ用紙Ｐを排出
する。本体筐体の外部へ排出された用紙Ｐは、排出トレイ８１に載置される。
【００２３】
［記憶部について］
　記憶部１０は、データを記憶する。記憶部１０は、ストレージデバイス及び半導体メモ
リーによって構成される。ストレージデバイスは、例えば、ＨＤＤ（Ｈａｒｄ　Ｄｉｓｋ
　Ｄｒｉｖｅ）及び／又はＳＳＤ（Ｓｏｌｉｄ　Ｓｔａｔｅ　Ｄｒｉｖｅ）によって構成
される。半導体メモリーは、例えば、ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒ
ｙ）及びＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）を構成する。記憶部１０は、制御
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プログラムを記憶する。
【００２４】
　記憶部１０は、１画素あたりのインクの吐出量として、複数段階のインクの吐出量を示
す吐出量データを用紙Ｐの種類毎に記憶している。吐出量は、普通紙の場合、Ｓ・Ｍ・Ｌ
の３段階に設定される。インクジェット用光沢紙の場合、Ｓ・Ｌ・３Ｌの３段階に設定さ
れる。例えば、吐出量Ｓは３ｐｌであり、吐出量Ｍは５ｐｌであり、吐出量Ｌは７ｐｌで
ある。この場合、吐出量３Ｌは２１ｐｌである。
【００２５】
　なお、紙種によって吐出量が異なっているのは、紙種によってインクの吸収性が異なっ
ているからである。普通紙は、インクジェット用光沢紙に比べて、吐出量を少なくしてい
る。これは、インクの裏移りやインクによって普通紙がカールすることを防止するためで
ある。
【００２６】
［通信部について］
　通信部１１は、ＬＡＮ（Ｌｏｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）ボード等の通信モジ
ュールから構成される。通信部１１は、ＬＡＮ等のネットワークを介して接続されたクラ
イアントＰＣ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ）１３との間で通信を行う。クライ
アントＰＣ１３については、図３を参照して後述する。
【００２７】
［制御部について］
　制御部９は、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）のようなプ
ロセッサーによって構成される。制御部９は、制御プログラムを実行することにより、イ
ンクジェット記録装置１の各部の動作を制御する。また、制御部９は、画像形成処理用の
集積回路を備える。画像形成処理用の集積回路は、例えば、ＡＳＩＣ（Ａｐｐｌｉｃａｔ
ｉｏｎ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃ　Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｃｉｒｃｕｉｔ）によって構成され
る。例えば、制御部９は、印刷ジョブのようなジョブを実行して、記録部７に画像を記録
させる。印刷ジョブは、クライアントＰＣ１３からインクジェット記録装置１へ送信され
る。
【００２８】
［インクジェット記録システムについて］
　続いて図３を参照して、インクジェット記録システムについて説明する。図３は、本実
施形態に係るインクジェット記録システムを示す図である。
【００２９】
　図３に示すように、インクジェット記録システムは、インクジェット記録装置１と、ネ
ットワーク１２と、クライアントＰＣ１３とを含む。インクジェット記録装置１は、図１
及び図２を参照して説明した通信部１１を介して、ネットワーク１２に接続される。ネッ
トワーク１２には、クライアントＰＣ１３が接続されている。インクジェット記録装置１
はネットワーク１２を介してクライアントＰＣ１３と通信可能である。
【００３０】
　クライアントＰＣ１３は、制御部と、ＬＣＤ（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓ
ｐｌａｙ）のようなディスプレーとを備える。制御部は、プロセッサー及び記憶部を備え
る。プロセッサーは、例えばＣＰＵを備える。記憶部は、半導体メモリーのようなメモリ
ーを備える。記憶部は、ＨＤＤ及び／又はＳＳＤを更に備える。記憶部は、制御プログラ
ムを記憶している。ディスプレーは、制御部からの指示に従って、種々の情報を表示する
。
【００３１】
　ネットワーク１２は、例えばＬＡＮである。本実施形態では、ネットワーク１２がＬＡ
Ｎであるが、本発明はこれに限定されない。ネットワーク１２は、インクジェット記録装
置１とクライアントＰＣ１３とを通信可能に接続すればよい。例えば、ネットワーク１２
はインターネットでもよいし、ＷＡＮ（Ｗｉｄｅ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）でもよい
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。
【００３２】
［制御部について］
　続いて図４から図１６を参照して、制御部９について更に説明する。図４は、インクジ
ェット記録装置１の制御部９を示すブロック図である。図４に示すように制御部９は、制
御プログラムを実行することにより、第１特定部９１、要求受付部９３、演算部９４、通
知画像生成部９５、及び残量判定部９６として機能する。
【００３３】
［第１特定部について］
　第１特定部９１は、ジョブに基づいて用紙Ｐの種類を特定する。詳しくは、ジョブは、
用紙Ｐの種類を指定するデータを含む。用紙Ｐの種類は、作業者によって指定される。
【００３４】
［第２特定部について］
　第２特定部９２は、第１特定部９１によって特定された種類とは異なる用紙Ｐの種類を
特定する。具体的には、第１特定部９１が用紙Ｐの種類として普通紙を特定した場合、第
２特定部９２は、インクジェット用光沢紙を特定する。
【００３５】
［残量判定部について］
　残量判定部９６は、インク収容部７３に収容されているインクの残量を判定する。イン
クの残量は、インク収容部７３に収容可能な最大のインク量から記録部７が消費したイン
ク量を引くことで演算される。残量判定部９６は、消費したインク量をカウントしている
。消費したインク量のカウントは、ブラック色のインク槽、シアン色のインク槽、マゼン
タ色のインク槽、イエロー色のインク槽のそれぞれに対して行われる。ここで、消費した
インク量には、現在実行されているジョブによって使用されるインク量も含まれる。
【００３６】
［通知画像生成部について］
　通知画像生成部９５は、演算部９４の演算結果に基づいて通知画像を生成する。通知画
像は、図１及び図２を参照して説明した操作パネル２の表示部２１に表示される。あるい
は、通知画像は図３を参照して説明したクライアントＰＣ１３が備えるディスプレーに表
示される。このような表示をすることで、作業者に分かりやすい通知をすることができる
。
【００３７】
［演算部について］
　演算部９４は、以下で説明するように、「消費量」、「基準量」、「印字率」、及び「
ページ数」を演算する。詳しくは、「消費量」は、第１消費量と第２消費量とを含む。演
算部９４は、第１消費量及び第２消費量を演算する。「基準量」は、第１基準量～第４基
準量を含む。演算部９４は、第１基準量～第４基準量のいずれかを演算する。「印字率」
は、第１印字率と第２印字率とを含む。演算部９４は、第１印字率及び第２印字率を演算
する。「ページ数」は、第１ページ数と第２ページ数とを含む。演算部９４は、第１ペー
ジ数及び第２ページ数を演算する。
【００３８】
［第１消費量の演算について］
　演算部９４は、第１特定部９１によって特定された種類、及び記憶部１０が記憶する吐
出量データに基づいて、第１消費量の演算をする。第１消費量は、第１特定部９１によっ
て特定された種類の用紙Ｐに、ジョブに対応する画像を記録するために必要なインクの量
を示す。詳しくは、演算部９４は、ジョブのページ毎に第１消費量を演算する。
【００３９】
　第１消費量は、ジョブによって指定される用紙Ｐの種類が普通紙である場合、以下の式
（１）によって演算される。また、第１消費量は、ジョブによって指定される用紙Ｐの種
類がインクジェット用光沢紙である場合、以下の式（２）によって演算される。
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　　（吐出量Ｓの画素の数×吐出量Ｓ）＋（吐出量Ｍの画素の数×吐出量Ｍ）＋（吐出量
Ｌの画素の数×吐出量Ｌ）・・・（１）
　　（吐出量Ｓの画素の数×吐出量Ｓ）＋（吐出量Ｌの画素の数×吐出量Ｌ）＋（吐出量
３Ｌの画素の数×吐出量３Ｌ）・・・（２）
【００４０】
［第２消費量の演算について］
　演算部９４は、第２特定部９２によって特定された種類、及び記憶部１０が記憶する吐
出量データに基づいて、第２消費量の演算をする。第２消費量は、第２特定部９２によっ
て特定された種類の用紙Ｐに、ジョブに対応する画像を記録するために必要なインク量を
示す。詳しくは、演算部９４は、ジョブのページ毎に第２消費量を演算する。
【００４１】
　第２消費量は、ジョブによって指定される用紙Ｐの種類が普通紙である場合、上記の式
（２）によって演算される。また、第２消費量は、ジョブによって指定される用紙Ｐの種
類がインクジェット用光沢紙である場合、上記の式（１）によって演算される。
【００４２】
［第１基準量の演算について］
　演算部９４は、第１基準量を演算する。第１基準量は、予め規定された画像を一定の吐
出量で記録するためのインクの量を示す。一定の吐出量は、予め規定された用紙Ｐの種類
に対応する。本実施形態において、一定の吐出量は、予め規定された用紙Ｐの種類に対応
するインクの吐出量の各段階のうち最大の吐出量に設定される。また本実施形態において
、予め規定された画像はベタ画像である。
【００４３】
　具体的には、予め規定された用紙Ｐの種類が普通紙であり、ジョブによって指定される
用紙ＰのサイズがＡ４である場合、演算部９４は、第１基準量として、Ａ４の用紙Ｐの全
面の画素を吐出量Ｌで記録するために必要なインクの量を演算する。また、予め規定され
た用紙Ｐの種類がインクジェット用光沢紙であり、ジョブによって指定される用紙Ｐのサ
イズがＡ４である場合、演算部９４は、第１基準量として、Ａ４の用紙Ｐの全面の画素を
吐出量３Ｌで記録するために必要なインクの量を演算する。
【００４４】
　詳しくは、ジョブによって指定される用紙ＰのサイズがＡ４である場合、第１基準量は
、以下の式（３）、又は式（４）によって演算される。
　　Ａ４の用紙Ｐの全面の画素数×１画素あたりの吐出量Ｌ・・・（３）
　　Ａ４の用紙Ｐの全面の画素数×１画素あたりの吐出量３Ｌ・・・（４）
【００４５】
［第２基準量の演算について］
　演算部９４は、第２基準量を演算する。第２基準量は、予め規定された画像を一定の吐
出量で記録するために必要なインクの量を示す。一定の吐出量は、操作パネル２が受け付
けた用紙Ｐの種類に対応する。本実施形態において、用紙Ｐの種類は、図１及び図２を参
照して説明した操作パネル２を作業者が操作して指定する。
【００４６】
　本実施形態において、一定の吐出量は、操作パネル２が受け付けた用紙Ｐの種類に対応
するインクの吐出量の各段階のうち最大の吐出量に設定される。また本実施形態において
、予め規定された画像はベタ画像である。
【００４７】
　例えば、作業者によって指定された用紙Ｐの種類が普通紙であり、所定の画像がベタ画
像であり、ジョブによって指定される用紙ＰのサイズがＡ４である場合、演算部９４は、
第２基準量として、Ａ４の用紙Ｐの全面の画素を吐出量Ｌで記録するために必要なインク
の量を演算する。換言すると、演算部９４は、上記の式（３）によって第２基準量を演算
する。また、作業者によって指定された用紙Ｐの種類がインクジェット用光沢紙であり、
ジョブによって指定される用紙ＰのサイズがＡ４である場合、演算部９４は、第２基準量
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として、Ａ４の用紙Ｐの全面の画素を吐出量３Ｌで記録するために必要なインクの量を演
算する。換言すると、演算部９４は、上記の式（４）によって第２基準量を演算する。
【００４８】
［第３基準量の演算について］
　演算部９４は、第３基準量を演算する。第３基準量は、予め規定された種類の用紙に所
定の画像を記録するために必要なインク量を示す。また、本実施形態において、所定の画
像は、作業者が指定した画像である。具体的には、所定の画像は、図１及び図２を参照し
て説明した操作パネル２を作業者が操作して指定する。所定の画像を示す画像データは、
図１～図３を参照して説明した通信部１１がクライアントＰＣ１３から受信した画像デー
タである。あるいは、所定の画像を示す画像データは、読取部４が生成した読取画像デー
タである。
【００４９】
　例えば、予め規定された用紙Ｐの種類が普通紙であり、ジョブによって指定される用紙
ＰのサイズがＡ４である場合、演算部９４は、上記の式（１）によって第３基準量を演算
する。
【００５０】
　また、予め規定された用紙Ｐの種類がインクジェット用光沢紙であり、ジョブによって
指定される用紙ＰのサイズがＡ４である場合、演算部９４は、上記の式（２）によって第
３基準量を演算する。
【００５１】
［第４基準量の演算について］
　演算部９４は、第４基準量を演算する。第４基準量は、操作パネル２が受け付けた種類
の用紙Ｐに所定の画像を記録するために必要なインクの量を示す。本実施形態において、
用紙Ｐの種類は、図１及び図２を参照して説明した操作パネル２を作業者が操作して指定
する。また、本実施形態において、所定の画像は、作業者が指定した画像である。具体的
には、所定の画像は、図１及び図２を参照して説明した操作パネル２を作業者が操作して
指定する。所定の画像を示す画像データは、図１～図３を参照して説明した通信部１１が
クライアントＰＣ１３から受信した画像データである。あるいは、所定の画像を示す画像
データは、読取部４が生成した読取画像データである。
【００５２】
　例えば、作業者によって指定された用紙Ｐの種類が普通紙であり、ジョブによって指定
される用紙ＰのサイズがＡ４である場合、演算部９４は、上記の式（１）によって第４基
準量を演算する。また、作業者によって指定された用紙Ｐの種類がインクジェット用光沢
紙であり、ジョブによって指定される用紙ＰのサイズがＡ４である場合、演算部９４は、
上記の式（２）によって第４基準量を演算する。
【００５３】
［第１印字率の演算について］
　また、演算部９４は、第１消費量と基準量とに基づいて、第１印字率を演算する。基準
量は第１基準量、第２基準量、第３基準量、第４基準量のうちいずれかである。例えば、
演算部９４は、第１消費量のそれぞれと基準量とに基づいて、ページ毎に印字率を演算す
る。そして、演算部９４は、第１印字率として、印字率の平均値を演算する。あるいは、
演算部９４は、ジョブのページ毎に第１消費量を演算した後に、第１消費量の平均値を演
算し、第１消費量の平均値と基準量とに基づいて、第１印字率を演算する。
【００５４】
　例えば、基準量が第１基準量であり、予め規定された用紙Ｐの種類が普通紙であり、ジ
ョブがＡ４サイズの普通紙を指定する場合、演算部９４は、以下の式（５）によってジョ
ブのページ毎に印字率を演算する。そして、演算部９４は、第１印字率として、式（５）
によって得た各印字率の平均値を演算する。なお、第１消費量は、Ａ４サイズの普通紙に
ジョブに対応する画像を記録するために必要なインクの量を示す。
　　（第１消費量／第１基準量）×１００＝（第１消費量／（Ａ４の用紙Ｐの全面の画素
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数×１画素あたりの吐出量Ｌ））×１００・・・（５）
【００５５】
　また、基準量が第１基準量であり、予め規定された用紙Ｐの種類が普通紙であり、ジョ
ブがＡ４サイズのインクジェット用光沢紙を指定する場合、演算部９４は、以下の式（６
）によってジョブのページ毎に印字率を演算する。そして、演算部９４は、第１印字率と
して、式（６）によって得た各印字率の平均値を演算する。なお、第１消費量は、Ａ４サ
イズのインクジェット用光沢紙にジョブに対応する画像を記録するために必要なインクの
量を示す。
　　（第１消費量／第１基準量）×１００＝（第１消費量／（Ａ４の用紙Ｐの全面の画素
数×１画素の吐出量Ｌ））×１００・・・（６）
【００５６】
［第２印字率の演算について］
　演算部９４は、第２消費量と基準量とに基づいて第２印字率を演算する。基準量は第１
基準量、第２基準量、第３基準量、第４基準量のうちいずれかである。ジョブのページ毎
に第２消費量を演算した後、第２消費量の平均値を演算する。次に、第２消費量の平均値
と第２基準量とに基づいて、第２印字率を演算する。
【００５７】
　例えば、基準量が第１基準量であり、予め規定された用紙Ｐの種類が普通紙であり、ジ
ョブがＡ４サイズの普通紙を指定する場合、演算部９４は、以下の式（７）によって第２
印字率を演算する。なお、第２消費量は、Ａ４サイズのインクジェット用光沢紙にジョブ
に対応する画像を記録するために必要なインクの量を示す。
　　（第２消費量の平均値／第１基準量）×１００＝（第２消費量の平均値／（Ａ４の用
紙Ｐの全面の画素数×１画素あたりの吐出量Ｌ））×１００・・・（７）
【００５８】
　また、基準量が第１基準量であり、予め規定された用紙Ｐの種類が普通紙であり、ジョ
ブがＡ４サイズのインクジェット用光沢紙を指定する場合、演算部９４、通知画像生成部
９５は、以下の式（８）によって第２印字率を演算する。なお、第２消費量は、Ａ４サイ
ズの普通紙にジョブに対応する画像を記録するために必要なインクの量を示す。
　　（第２消費量の平均値／第１基準量）×１００＝（第２消費量の平均値／（Ａ４の用
紙Ｐの全面の画素数×１画素の吐出量Ｌ））×１００・・・（８）
【００５９】
［第１ページ数の演算について］
　演算部９４は、残量判定部９６によって判定されたインクの残量と、第１消費量とに基
づき、第１ページ数を演算する。詳しくは、演算部９４は、ページ毎に取得された第１消
費量の平均値を演算し、第１消費量の平均値とインクの残量とに基づいて、第１ページ数
を演算する。第１ページ数は、１ページ当たりのインクの消費量が第１消費量である場合
に、インクの残量によって記録が可能なページ数を示す。具体的には、演算部９４は、第
１消費量のデータに含まれる各色の消費量のデータから、各色の消費量の平均値を演算し
、各色の消費量の平均値と各色のインクの残量とに基づいて、第１ページ数を演算する。
第１ページ数は、１ページ当たりのインクの消費量が第１消費量である場合、インクの残
量によって記録が可能な残りのページ数を示す。
【００６０】
［第２ページ数の演算について］
　演算部９４は、残量判定部９６によって判定されたインクの残量と、第２消費量とに基
づき、第２ページ数を演算する。詳しくは、演算部９４は、ページ毎に取得された第２消
費量の平均値を演算し、第２消費量の平均値とインクの残量とに基づいて、第２ページ数
を演算する。第２ページ数は、１ページ当たりのインクの消費量が第２消費量である場合
に、インクの残量によって記録が可能なページ数を示す。具体的には、演算部９４は、第
２消費量のデータに含まれる各色の消費量のデータから、各色の消費量の平均値を演算し
、各色の消費量の平均値と各色のインクの残量とに基づいて、第２ページ数を演算する。
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【００６１】
［要求受付部について］
　要求受付部９３は、用紙Ｐの種類に対応する吐出量データの通知の要求を受け付ける。
通知画像生成部９５は要求受付部９３が要求を受け付けると、要求された、用紙Ｐの種類
に対応する吐出量データを通知する。例えば、通知画像生成部９５は、図５（ａ）と図５
（ｂ）とに示すような通知画像１０１を生成する。図５（ａ）と図５（ｂ）とは、通知画
像１０１を示す図である。通知画像１０１は、ジョブ設定画面において選択された用紙Ｐ
の種類に対応する吐出量データを示す。通知画像１０１はクライアントＰＣ１３のディス
プレー又は操作パネル２の表示部２１に表示される。通知画像１０１は、典型的には、印
刷ジョブの設定時、又はコピージョブの設定時に用紙Ｐの種類を選択することによって表
示される。通知画像１０１は、図５（ａ）と図５（ｂ）とに示す様な、コップにインクが
収容されたアイコンを含み得る。例えば、コップにインクが１／３入っているアイコンは
、吐出量Ｓに対応する。コップにインクが２／３入っているアイコンは、吐出量Ｍに対応
する。コップにインクが３／３入っているアイコンは、吐出量Ｌに対応する。また、３つ
のコップにインクが３／３入っているアイコンは、吐出量３Ｌに対応する。
【００６２】
［インクジェット記録装置の動作について］
　次に図４～図６に基づき、インクジェット記録装置１が画像を記録するまでに制御部９
が実行する処理について説明する。図６は、制御部が実行する処理の流れを示すフローチ
ャートである。以下、図６に示す処理について、クライアントＰＣ１３から印刷ジョブが
送信された場合を例に説明する。図６に示す処理は、要求受付部９３が吐出量データの通
知の要求を受け付けると、開始する。
【００６３】
　要求受付部９３が吐出量データの通知の要求を受け付けると、制御部９は、吐出量デー
タを通知する（ステップＳ１）。具体的には、クライアントＰＣ１３のディスプレーに表
示されたジョブ設定画面において用紙Ｐの種類が選択されると、クライアントＰＣ１３か
ら、選択された用紙Ｐの種類に対応する吐出量データの通知が要求される。要求受付部９
３が、クライアントＰＣ１３から要求を受け付けると、通知画像生成部９５が、通知画像
１０１を生成する。通知画像１０１は、クライアントＰＣ１３に送信されて、クライアン
トＰＣ１３のディスプレーに表示される。例えば、ジョブ設定画面において普通紙が選択
された場合、クライアントＰＣ１３のディスプレーに、図５（ａ）に示す通知画像１０１
が表示される。また、ジョブ設定画面においてインクジェット用光沢紙が選択された場合
、クライアントＰＣ１３のディスプレーに、図５（ｂ）に示す通知画像１０１が表示され
る。
【００６４】
　その後、クライアントＰＣ１３からインクジェット記録装置１へ印刷ジョブが送信され
ると、制御部９は、印刷ジョブに基づいて、ステップＳ３～ステップＳ１３の処理を実行
する。
【００６５】
　具体的には、制御部９は、ステップＳ３に示す様に、ジョブが指定する画像データをＲ
ＩＰ処理し、インクジェット記録装置１の解像度に適合するビットマップ画像（ラスター
データ）を作成する。
【００６６】
　次に、ステップＳ５に示す様に、制御部９は、色変換テーブルを参照して、ビットマッ
プ画像を、インクジェット記録装置１が使用するインクに合わせた色数を示すデータに変
換する。なお、記憶部１０は、用紙Ｐの種類毎に色変換テーブルを記憶している。
【００６７】
　次に、ステップＳ７に示す様に、制御部９は、階調補正テーブル（ガンマ補正テーブル
）を参照して、色数を示すデータに階調補正を行い、ステップＳ９に示す様に、階調補正
されたデータを、階調数を示すデータに変換する。なお、記憶部１０は、用紙Ｐの種類毎
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に階調補正テーブルを記憶している。
【００６８】
　次に、ステップＳ１１に示す様に、制御部９は、吐出量データに基づいて、階調数を示
すデータを、吐出量を示すデータに変換する。本実施形態では、演算部９４が、吐出量を
示すデータを用いて、第１消費量をページごとに演算する。更に、制御部９は、第２特定
部９２が特定した用紙Ｐの種類に対応する色変換テーブル及び階調補正テーブルを用いて
、ステップＳ３～ステップＳ１１の処理を実行して、第２消費量をページごとに演算する
。
【００６９】
　最後に、ステップＳ１３に示す様に、インクジェット記録装置１は、吐出量を示すデー
タに基づいて用紙Ｐに画像を記録する。
【００７０】
　次に、図７～図１５を参照して演算部９４が演算した結果（演算結果）を通知する通知
画像を生成する処理について説明する。図７は、演算部９４の演算結果を通知する通知画
像を生成する処理を示すフローチャートである。図８は、第１印字率取得処理を示すフロ
ーチャートであり、図９は、第２印字率取得処理を示すフローチャートである。詳しくは
、図８は、図７に示すステップＳ１０１の詳細なステップを示す。図９は、図７に示すス
テップＳ１０３の詳細なステップを示す。
【００７１】
　ステップＳ１０１に示す様に、演算部９４は、第１印字率を取得する。第１印字率は、
本発明の第１演算結果に相当する。第１演算結果は、第１消費量と第１基準量とに基づい
て演算される。
【００７２】
　次にステップＳ１０３に示す様に、演算部９４は、第２印字率を取得する。第２印字率
は、本発明の第２演算結果に相当する。第２演算結果は、第２消費量と第１基準量とに基
づいて演算される。
【００７３】
　次にステップＳ１０５に示す様に、演算部９４は、第１ページ数を取得する。第１ペー
ジ数は、残量判定部９６によって判定されたインクの残量と、第１消費量とに基づき、演
算される。
【００７４】
　次にステップＳ１０７に示す様に、演算部９４は、第２ページ数を取得する。第２ペー
ジ数は、残量判定部９６によって判定されたインクの残量と、第２消費量とに基づき、演
算される。次にステップＳ１０９に示す様に、通知画像生成部９５は、通知画像１０２を
生成する。通知画像１０２は操作パネル２の第１印字率と、第２印字率と、第１ページ数
と、第２ページ数とを示す。通知画像１０２は、表示部２１に表示される。
【００７５】
　次に図８を参照して、ステップＳ１０１の詳細について説明する。図８に示す様に、図
７に示すステップＳ１０１は、ステップＳ２０１～ステップＳ２０７を含む。ステップＳ
２０１に示す様に、第１特定部９１は、ジョブに基づいて用紙の種類を特定する。次にス
テップＳ２０３に示す様に、第１特定部９１によって特定された種類、記憶部１０に記憶
された吐出量データに基づいて、ジョブによって指定されたページ毎に第１消費量を演算
する。次にステップＳ２０５に示す様に、演算部９４は、第１基準量を演算する。第１基
準量は、予め規定された用紙Ｐの種類に対応する一定の吐出量によって、予め規定された
画像を記録するために必要なインク量を示す。次に、ステップＳ２０７に示す様に、演算
部９４は、第１消費量と第１基準量とに基づいて第１演算結果を取得する。第１演算結果
は、第１印字率に相当する。
【００７６】
　ステップＳ２０７の終了後、図７を参照して説明したステップＳ１０３が実行される。
【００７７】
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　次に図９を参照して、ステップＳ１０３の詳細について説明する。図９に示す様に、図
７に示すステップＳ１０３は、ステップＳ３０１～ステップＳ３０５を含む。ステップＳ
３０１に示す様に、第２特定部９２は、第１特定部９１によって特定された種類とは異な
る用紙の種類を特定する。次にステップＳ３０３に示す様に、演算部９４は、第２特定部
９２によって特定された種類、及び記憶部１０に記憶された吐出量データに基づいて、ジ
ョブによって指定されたページ毎に第２消費量を演算する。次に、ステップＳ３０５に示
す様に、演算部９４は、第２消費量と第１基準量とに基づいて、第２演算結果を取得する
。第２演算結果は、第２印字率に相当する。
【００７８】
　ステップＳ３０５の終了後、図７を参照して説明したステップＳ１０５が実行される。
【００７９】
　以上、第１基準量に基づいて第１印字率及び第２印字率を演算する処理について説明し
た。続いて、図１０及び図１１を参照して、第２基準量に基づいて第１印字率及び第２印
字率を演算する処理について説明する。図１０は第１印字率取得処理を示すフローチャー
トであり、図１１は第２印字率取得処理を示すフローチャートである。詳しくは、図１０
は、図７に示すステップＳ１０１の詳細なステップを示す図である。図１１は、図７に示
すステップＳ１０３の詳細なステップを示す図である。
【００８０】
　図１０に示す様に、図７に示すステップＳ１０１は、ステップＳ４０１～ステップＳ４
０７を含む。ステップＳ４０１に示す様に、第１特定部９１は、ジョブに基づいて用紙Ｐ
の種類を特定する。次にステップＳ４０３に示す様に、演算部９４は、第１特定部９１に
よって特定された種類、及び記憶部１０に記憶された吐出量データに基づいて、ジョブに
よって指定されたページ毎に第１消費量を演算する。次にステップＳ４０５に示す様に、
演算部９４は、第２基準量を演算する。第２基準量は、操作パネル２が受け付けた用紙Ｐ
の種類に対応する一定の吐出量によって、予め規定された画像を記録するために必要なイ
ンク量を示す。次に、ステップＳ４０７で示す様に、演算部９４は、第１消費量と第２基
準量とに基づいて第３演算結果を取得する。第３演算結果は、第１印字率に相当する。
【００８１】
　ステップＳ４０７の終了後、図７を参照して説明したステップＳ１０３が実行される。
【００８２】
　次にステップＳ１０３の詳細について説明する。図１１に示す様に、図７に示すステッ
プＳ１０３は、ステップＳ５０１～ステップＳ５０５を含む。ステップＳ５０１に示す様
に、第２特定部９２は、第１特定部９１によって特定された種類とは異なる用紙Ｐの種類
を特定する。次にステップＳ５０３に示す様に、演算部９４は、第２特定部９２によって
特定された種類、及び記憶部１０に記憶された吐出量データに基づいて、ジョブのページ
毎に第２消費量を演算する。次に、ステップＳ５０５に示す様に、演算部９４は、第２消
費量と第２基準量とに基づいて、第４演算結果を取得する。第４演算結果は、第２印字率
に相当する。
【００８３】
　ステップＳ４０５の終了後、図７を参照して説明したステップＳ１０５が実行される。
【００８４】
　以上、第２基準量に基づいて第１印字率及び第２印字率を演算する処理について説明し
た。続いて、図１２及び図１３を参照して、第３基準量に基づいて第１印字率及び第２印
字率を演算する処理について説明する。図１２は第１印字率取得処理を示すフローチャー
トであり、図１３は第２印字率取得処理を示すフローチャートである。詳しくは、図１２
は、図７に示すステップＳ１０１の詳細なステップを示す図である。図１３は、図７に示
すステップＳ１０３の詳細なステップを示す図である。
【００８５】
　図１２に示す様に、図７に示すステップＳ１０１は、ステップＳ６０１～ステップＳ６
０７を含む。ステップＳ６０１に示す様に、第１特定部９１は、ジョブに基づいて用紙Ｐ
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の種類を特定する。次にステップＳ６０３に示す様に、演算部９４は、第１特定部９１に
よって特定された種類、及び記憶部１０に記憶された吐出量データに基づいて、ジョブの
ページ毎に第１消費量を演算する。次にステップＳ６０５に示す様に、演算部９４は、第
３基準量を演算する。詳しくは、演算部９４は、所定の画像を示す画像データと、予め規
定された用紙Ｐの種類と、記憶部１０に記憶された吐出量データとに基づいて、第３基準
量を演算する。第３基準量は、予め規定された種類の用紙Ｐに所定の画像を記録するため
に必要なインクの量を示す。次に、ステップＳ６０７で示す様に、演算部９４は、第１消
費量と第３基準量とに基づいて第５演算結果を取得する。第５演算結果は第１印字率に相
当する。
【００８６】
　ステップＳ６０７の終了後、図７を参照して説明したステップＳ１０３が実行される。
【００８７】
　次にステップＳ１０３の詳細について説明する。図１３に示す様に、図７に示すステッ
プＳ１０３は、ステップＳ７０１～ステップＳ７０５を含む。ステップＳ７０１に示す様
に、第２特定部９２は、第１特定部９１によって特定された種類とは異なる用紙Ｐの種類
を特定する。次にステップＳ７０３に示す様に、演算部９４は、第２特定部９２によって
特定された種類、及び記憶部１０に記憶された吐出量データに基づいて、ジョブのページ
毎に第２消費量を演算する。次に、ステップＳ７０５に示す様に、演算部９４は、第２消
費量と第３基準量とに基づいて、第６演算結果を取得する。第６演算結果は第２印字率に
相当する。
【００８８】
　ステップＳ７０５の終了後、図７を参照して説明したステップＳ１０５が実行される。
【００８９】
　以上、第３基準量に基づいて第１印字率及び第２印字率を演算する処理について説明し
た。続いて、図１４及び図１５を参照して、第４基準量に基づいて第１印字率及び第２印
字率を演算する処理について説明する。図１４は第１印字率取得処理を示すフローチャー
トであり、図１５は第２印字率取得処理を示すフローチャートである。詳しくは、図１４
は、図７に示すステップＳ１０１の詳細なステップを示す図である。図１５は、図７に示
すステップＳ１０３の詳細なステップを示す図である。
【００９０】
　図１４に示す様に、図７に示すステップＳ１０１は、ステップＳ８０１～ステップＳ８
０７を含む。ステップＳ８０１に示す様に、第１特定部９１は、ジョブに基づいて用紙Ｐ
の種類を特定する。次にステップＳ８０３に示す様に、演算部９４は、第１特定部９１に
よって特定された種類、及び記憶部１０に記憶された吐出量データに基づいて、ジョブの
ページ毎に第１消費量を演算する。次にステップＳ８０５に示す様に、演算部９４は、第
４基準量を演算する。詳しくは、演算部９４は、所定の画像を示す画像データと、操作パ
ネル２が受け付けた用紙Ｐの種類と、記憶部１０に記憶された吐出量データとに基づいて
、第４基準量を演算する。次に、ステップＳ８０７で示す様に、演算部９４は、第１消費
量と第４基準量とに基づいて第７演算結果を取得する。第７演算結果は第１印字率に相当
する。
【００９１】
　ステップＳ８０７の終了後、図７を参照して説明したステップＳ１０３が実行される。
【００９２】
　次にステップＳ１０３の詳細について説明する。図１５に示す様に、図７に示すステッ
プＳ１０３は、ステップＳ９０１～ステップＳ９０５を含む。ステップＳ９０１に示す様
に、第２特定部９２は、第１特定部９１によって特定された種類とは異なる用紙Ｐの種類
を特定する。次にステップＳ９０３に示す様に、演算部９４は、第２特定部９２によって
特定された種類、及び記憶部１０に記憶された吐出量データに基づいて、ジョブのページ
毎にインクの第２消費量を演算する。次に、ステップＳ９０５に示す様に、演算部９４は
、第２消費量と第４基準量とに基づいて、第８演算結果を取得する。第８演算結果は第２
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印字率に相当する。
【００９３】
　ステップＳ９０５の終了後、図７を参照して説明したステップＳ１０５が実行される。
【００９４】
　続いて図１６を参照して、通知画像１０２について説明する。図１６は、通知画像１０
２を示す図である。通知画像１０２は、ジョブの設定画面において、用紙Ｐの種類が選択
された場合に操作パネル２の表示部２１に表示される。
【００９５】
　図１６に示す例において、「カセット１」は普通紙を収容するカセット５１（図２参照
）を示し、「カセット２」はインクジェット用光沢紙を収容するカセット５１（図２参照
）を示す。ジョブの設定画面において、用紙Ｐの種類が選択された場合、カセット１に対
応する「印字率」及び「残り印字可能ページ数」の各項目は、それぞれ、第１印字率及び
第１ページ数に対応する。一方、カセット２に対応する「印字率」及び「残り印字可能ペ
ージ数」の各項目は、それぞれ、第２印字率及び第２ページ数に対応する。図１６に示す
様に、通知画像１０２は、第１印字率、第２印字率、第１ページ数、及び第２ページ数を
示す。
【００９６】
　また、図１６に示す様に、通知画像１０２は、第１特定部９１が特定した種類の用紙Ｐ
が収容されている用紙収容部５（図２参照）と、第２特定部９２が特定した種類の用紙Ｐ
が収容されている用紙収容部５とを示してもよい。詳しくは、制御部９が、第１特定部９
１によって特定された種類の用紙Ｐが収容されている用紙収容部５（図２参照）を複数の
用紙収容部５（図２参照）のうちから特定する。また、制御部９が、第２特定部９２によ
って特定された種類の用紙Ｐが収容されている用紙収容部５（図２参照）を複数の用紙収
容部５（図２参照）のうちから特定する。
【００９７】
　なお、本実施形態において、インクジェット記録装置１は、第１印字率、第２印字率、
第１ページ数、及び第２ページ数を通知したが、インクジェット記録装置１は、第１印字
率、第２印字率、第１ページ数、及び第２ページ数のうち、第１印字率及び第２印字率の
みを通知してもよい。また、第１印字率、第２印字率、第１ページ数、及び第２ページ数
のうち、第１ページ数及び第２ページ数のみを通知してもよい。あるいは、インクジェッ
ト記録装置１は、第１印字率、第２印字率、第１ページ数、及び第２ページ数のうち、第
１印字率及び第１ページ数のみを通知してもよい。
【００９８】
　以上、図面（図１～図１６）を参照しながら本発明の実施形態を説明した。本実施形態
によれば、使用するインク量の目安を作業者に分かりやすく通知することができる。なお
、本発明は、上記の実施形態に限られるものではなく、その要旨を逸脱しない範囲で種々
の態様において実施することが可能である。また、上記の各実施形態に開示されている複
数の構成要素を適宜組み合わせることによって、種々の発明の形成が可能である。例えば
、実施形態に示される全構成要素から幾つかの構成要素を削除してもよい。図面は、理解
しやすくするために、それぞれの構成要素を主体に模式的に示しており、図示された各構
成要素の厚み、長さ、個数、間隔等は、図面作成の都合上から実際とは異なる。また、上
記の実施形態で示す各構成要素の形状等は一例であって、特に限定されるものではなく、
本発明の構成から実質的に逸脱しない範囲で種々の変更が可能である。
【産業上の利用可能性】
【００９９】
　本発明はインクジェット記録装置に関するものであり、産業上の利用可能性を有する。
【符号の説明】
【０１００】
１　　　インクジェット記録装置
２　　　操作パネル
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３　　　原稿搬送装置
４　　　読取部
５　　　用紙収容部
６　　　搬送ユニット
７　　　記録部
８　　　排出装置
９　　　制御部
１０　　記憶部
１１　　通信部
２１　　表示部
９１　　第１特定部
９２　　第２特定部
９３　　要求受付部
９４　　演算部
９５　　通知画像生成部
９６　　残量判定部

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】
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